
か
な
か
つ
六
が
、
自
分
に
決
し
て
こ
れ
に
滞
足
し
て
み
る
の
で
匿
な
く
、

他
日
多
分
に
課
ぜ
ら
れ
六
ろ
義
務
為
遽
行
す
ろ
決
意
為
持
っ
て
る
る
と
蓮

べ
て
る
る
纂
で
あ
る
。
こ
れ
為
思
ひ
浄
べ
る
と
こ
の
序
論
も
彼
の
世
界
史

へ
の
…
渦
穫
と
し
て
考
へ
ら
れ
一
更
輿
三
筆
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。

　
・
次
に
「
、
・
の
’
瀧
世
照
開
炉
の
ノ
櫨
っ
て
ゐ
一
る
山
光
柑
物
た
考
へ
て
見
る
に
「
、
設
島
冨

O
霧
。
剛
鼠
。
剛
答
ゆ
籍
哩
寓
①
冨
。
置
】
㊦
｛
ひ
く
。
羅
尋
器
躍
（
ぎ
卿
詩
⑦
圃
訂
｝
箕
ぎ
α
q
o
5
ぼ
㎝
N
霞

Q
路
①
薯
舞
駐
。
冨
康
冨
冨
潔
磐
隔
婁
窪
、
、
（
＜
。
罎
。
δ
と
あ
り
、
謝
題

に
に
“
．
U
窪
ノ
＜
O
乙
凋
讐
㈹
山
興
冨
2
回
妻
田
嵩
搾
ご
O
の
⑦
＝
ω
焦
回
鑑
け
p
き
島

¢
雰
簿
”
，
ξ
潔
。
・
o
言
障
諺
ロ
の
魚
。
。
8
㎝
ざ
げ
Φ
『
、
と
あ
る
。
か
く
の
如
き
人
類
の

歴
史
存
統
一
的
に
抱
握
ぜ
ん
と
す
る
事
に
、
ゲ
ッ
シ
の
主
張
で
あ
る

Ω
①
墨
翼
σ
。
留
。
ぽ
魯
9
号
紛
累
Φ
驕
。
ぽ
薦
Φ
的
。
ぼ
Φ
9
肯
に
よ
つ
雲
糞
め
と
思

に
れ
ろ
。
そ
れ
故
内
容
に
つ
い
て
見
て
も
地
方
、
潮
岬
等
を
瑚
々
に
坂
扱

に
す
、
多
く
ほ
出
直
的
な
標
題
の
下
に
獲
展
の
岡
…
性
に
濃
き
た
導
い
て

み
る
凝
が
あ
る
。
こ
と
に
近
世
以
降
の
置
忘
ひ
に
於
て
に
喧
嘩
の
も
の
が

昏
閣
史
に
分
裂
し
て
し
ま
ひ
勝
ち
な
の
為
改
め
、
纏
醤
的
な
肢
越
方
針
な

探
矯
し
て
み
る
事
に
注
意
な
引
く
。
又
こ
れ
と
共
に
政
治
二
項
よ
り
文
化

事
噴
に
力
な
入
れ
て
み
ろ
の
も
一
つ
の
特
色
で
あ
ら
う
。
両
し
て
か
㌔
る

黙
ば
†
九
世
紀
以
降
の
取
扱
ひ
に
於
て
最
も
顯
著
で
あ
る
。

燈
裁
な
見
る
と
肢
蓮
の
他
に
多
く
の
闘
販
、
鋪
圃
、
簡
慨
な
る
史
料
の

複
製
等
羅
入
れ
て
み
ろ
し
こ
れ
等
の
巾
に
に
q
葺
ゆ
ぎ
な
も
と
と
し
て
作

ら
れ
六
六
め
か
詞
じ
も
の
も
多
い
が
》
新
し
く
湘
へ
ら
れ
た
も
の
も
相
當

あ
る
。
q
ま
酔
Φ
貯
圓
様
こ
の
黙
で
重
訂
な
れ
け
で
あ
る
。
な
ほ
昏
倦
の
巷

紹

介

宋
に
に
思
念
為
つ
け
て
み
る
が
、
9
霧
議
。
・
。
差
馨
蔓
に
於
け
る
様
な

ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
な
い
の
が
“
物
酎
疋
ら
め
賊
心
じ
を
起
さ
ぜ
る
。

　
以
上
に
本
世
界
史
に
記
す
ろ
一
般
的
特
色
の
二
三
為
暴
げ
た
の
み
で
あ

ろ
。
な
ほ
各
項
図
の
餌
來
に
つ
い
て
ば
熟
讃
零
墨
の
上
に
ゆ
づ
ら
れ
ば
な

ら
ぬ
。
今
に
六
ダ
こ
の
新
し
き
世
界
吏
の
寓
現
な
撒
ぴ
傳
へ
る
に
洗
め
る
。

（
℃
琶
箪
館
窪
く
Φ
ユ
£
讐
⇔
ゴ
興
一
言
・
冒
器
一
。
。
H
）
〔
言
振
〕

　
翻
　
南
吋
b
馨
凶
O
同
門
O
ヨ
p
9
β
昌
…

　
　
駕
δ
び
三
高
q
⇔
Ω
畠
禽
》
a
σ
一
戸
づ
一
嵩
巴
酔
δ
諺
出
島
6
一
’

　
　
○
①
白
陰
ユ
凱
∩
ザ
8
●

　
本
論
匠
U
モ
ム
セ
ン
、
マ
イ
ヤ
ー
維
V
の
残
置
、
古
代
ロ
ー
マ
史
興
界
の
最

戸
尚
浜
中
に
山
猛
て
ろ
コ
ル
ネ
マ
ン
が
、
　
一
九
三
一
鉦
－
十
月
六
目
…
よ
り
十
日
迄
、

ボ
ン
大
智
に
於
て
開
催
さ
る
べ
か
り
し
第
十
八
圓
ド
イ
ソ
歴
災
雅
大
會
一

匹
事
情
の
正
流
愈
と
な
る
一
に
獲
表
ぜ
ん
と
ぜ
し
講
演
草
稿
の
上
梓
さ
れ

し
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
｝
年
そ
に
彼
の
こ
ー
プ
ー
ル
の
死
後
溝
百
年
に

當
ろ
、
瀞
ン
ゐ
八
思
丁
そ
は
二
ー
プ
ー
ル
の
研
究
騰
騨
の
最
後
の
場
帰
川
で
あ
る
、

コ
ツ
ネ
マ
ン
に
於
て
に
、
此
年
、
此
膀
に
、
歴
史
に
就
い
て
論
ぜ
ん
と
す

る
瞬
コ
、
棚
脚
念
白
…
ら
ニ
ー
プ
ー
ル
に
馳
駈
り
、
併
ぜ
て
割
爾
後
の
ロ
ー
マ
小
〃
研
究

の
獲
展
な
省
み
る
情
切
な
る
も
の
が
あ
っ
表
で
あ
ら
う
。

本
論
学
。
と
よ
り
コ
ル
水
マ
ン
の
冷
瀞
に
し
て
透
徹
ぜ
る
理
性
と
、
宵

代
ロ
ー
マ
更
に
封
ず
る
胸
見
膏
田
か
い
る
柚
灘
畜
｝
こ
に
よ
る
、
二
ー
プ
ー
ル
以
來
百
［

年
間
の
古
代
・
i
マ
皮
研
究
の
反
論
と
批
鋼
と
な
主
と
ゼ
う
も
の
で
あ

餓
〃
十
七
臨
巷
　
第
四
號
　
　
　
｛
ハ
九
九

（　lrl　vi　）



紹

介

る
。
邸
ち
、
強
き
就
く
蹄
二
院
。
乞
お
㌶
瞬
昏
厳
た
俘
ふ
批
鋼
と
綜
A
口
と
に
本
っ

て
歴
塾
習
事
實
の
綜
質
的
考
察
の
方
法
難
．
確
立
し
、
從
來
古
典
言
語
學
の

み
に
よ
っ
て
、
美
化
さ
れ
弧
立
ぜ
し
め
ら
れ
て
居
ぬ
古
代
の
歴
更
た
救
嵩

せ
ろ
医
二
i
プ
ー
ル
の
學
的
門
戸
献
の
最
大
な
る
も
の
と
い
ふ
べ
毎
・
も
、
”
跳

卓
越
ぜ
る
方
法
か
蓬
慮
し
て
成
立
し
糞
ろ
彼
の
ロ
…
マ
隻
ば
爾
不
党
全
な

り
と
の
畿
た
脅
斉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
侮
赦
か
、
1
此
庭
に
二
i
プ
ー
ル

以
後
の
古
代
ロ
ー
マ
史
に
棄
す
る
立
夏
的
資
料
の
批
鋼
の
立
読
が
考
察
さ

れ
ろ
、
一
癖
に
彼
と
同
暗
代
の
》
ノ
く
陰
ぎ
篇
ω
。
三
罐
臨
に
上
筆
さ
れ
、
今

日
暴
界
に
於
い
て
決
定
事
項
と
信
ぜ
ら
れ
る
に
、
古
代
ロ
ー
マ
更
攻
究
の

資
料
た
る
8
欝
（
扉
…
o
」
が
、
そ
の
多
く
の
黙
に
於
て
そ
の
署
作
者
の
虚
構

に
な
ろ
も
の
で
あ
り
、
或
黙
ぱ
希
腰
文
學
の
影
響
に
よ
の
て
撫
造
さ
れ
し

も
の
な
る
こ
と
で
あ
る
9
か
く
て
今
臼
ぱ
、
國
民
の
黒
垂
、
親
心
の
中
に
多

く
の
歴
更
的
事
實
の
包
A
自
た
渦
〔
度
に
信
じ
六
ニ
ー
プ
ー
ル
の
く
。
軒
巴
冨
缶
？

三
δ
彙
δ
　
に
完
全
に
破
壌
さ
れ
六
の
で
あ
る
Q
古
代
ロ
ー
マ
吏
研
究
は
か

く
て
二
ー
プ
ー
〃
か
ら
漏
禺
漣
ぐ
て
二
三
プ
ー
ル
雨
下
離
れ
．
二
…
プ
ー
ル
に
於
て

重
切
…
に
さ
れ
ぬ
吏
料
撹
鋼
へ
と
進
ん
だ
、
即
照
凹
題
ば
、
現
在
我
々
の
手
に
．

す
る
古
代
口
，
ー
マ
史
に
闘
…
す
る
檸
承
は
、
何
噂
㍉
誰
に
よ
っ
て
、
如
何
な

る
動
機
よ
り
初
め
て
作
ら
れ
し
も
の
で
あ
ろ
か
へ
と
籍
じ
た
。
モ
ム
セ

ン
、
及
そ
の
後
覇
者
マ
イ
ヤ
ー
等
に
侮
ら
適
確
な
ろ
謹
療
な
瀧
さ
す
、
箪

に
三
囲
的
に
、
そ
れ
か
サ
ム
ナ
イ
ト
戦
争
時
代
ハ
紀
元
箭
「
四
聖
紀
）
に
膚
駕

に
よ
っ
て
作
ら
れ
し
も
の
と
す
う
も
、
そ
れ
匹
、
宵
代
・
ー
マ
の
傳
承
の

中
に
亭
畏
の
名
前
、
挙
畿
の
物
語
の
包
含
さ
れ
れ
ろ
な
設
明
し
得
す
、
故

に
、
作
潜
が
辮
侶
醐
な
ろ
ば
疑
な
き
も
、
そ
れ
纏
の
嫁
承
構
成
ほ
秘
元
前

第
十
七
巻
第
四
號

七
〇
〇

三
、
職
年
】
露
O
鷺
…
＝
㌶
に
よ
つ
評
㍉
墨
罵
も
管
網
侶
遡
に
謬
都
す
う
に
釜
っ

て
後
の
こ
と
で
あ
ろ
と
す
ろ
〉
暮
α
簿
謬
三
ご
讐
＝
　
｝
振
の
～
説
な
と
る
べ
姦
、

で
あ
ろ
。
腿
て
震
～
　
、
人
の
眞
の
頓
。
馨
㌶
島
集
。
囲
δ
団
℃
o
。
｝
嵩
に
紀
元
前
西

世
紀
で
な
く
し
て
三
宮
紀
に
始
ろ
。
罰
し
て
一
方
此
時
代
よ
り
誘
膿
丈
化

の
影
響
派
し
く
、
特
に
爺
臓
の
建
國
丈
雄
多
戴
甲
い
ぎ
髪
筋
の
刺
戟

ば
、
新
に
漁
民
慧
識
な
巧
智
為
し
激
烈
翻
為
し
て
、
ガ
”
ヤ
人
の
侵
入

掠
奪
か
ら
逸
れ
し
一
部
の
告
示
表
で
び
戸
誉
。
〔
す
戸
穿
露
の
上
に
、
希
朧
的

要
素
と
挙
艮
意
識
と
た
輝
妹
し
て
、
ロ
；
マ
史
奄
再
建
ぜ
し
め
六
の
で
あ

る
。

　
ロ
ー
マ
史
に
、
丈
献
的
に
ば
、
不
完
全
な
が
ら
コ
ン
ス
ル
衷
為
示
で
、
購

席
巻
子
本
ま
一
＝
葺
魚
及
び
カ
ル
タ
ゴ
と
の
第
一
畷
通
商
條
約
＋
日
鋼
版

等
の
二
三
の
根
本
資
料
に
よ
っ
て
と
に
か
く
紀
元
前
四
五
一
年
迄
遡
り
得

る
の
み
で
あ
ろ
、
一
三
じ
丈
か
く
の
如
き
丈
献
批
判
は
、
ニ
ー
プ
ー
ル
よ
り

分
離
し
ニ
ー
プ
ー
ル
の
鋏
照
為
輔
ふ
べ
く
嵩
で
來
象
り
し
も
、
本
來
臼
的

と
す
る
所
ぱ
傳
承
の
申
よ
り
眞
に
存
聡
ぜ
し
事
實
の
摘
出
で
、
あ
っ
乳
、
疵

黙
に
於
て
1
！
再
び
二
ー
プ
ー
ル
に
復
麟
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ

紀
元
前
四
百
五
十
一
年
前
に
遡
ら
ん
と
ぜ
ん
か
、
そ
に
今
節
展
途
上
に
あ

る
碑
文
學
、
考
古
思
堕
、
工
峯
ル
ス
キ
研
究
等
の
大
成
に
挨
つ
べ
斗
・
の
み
Q
一
－

か
く
の
如
く
二
ー
プ
ー
歩
以
後
頁
年
の
ロ
ー
マ
更
研
究
の
忌
門
な
罐
縮
睡
・
－

ろ
喬
主
眼
と
ぜ
ろ
．
コ
聖
宏
・
ン
ば
、
錐
た
離
す
や
先
づ
油
壷
二
二
プ
ー
ル

為
萢
憶
ぜ
す
・
に
に
る
ら
れ
な
か
つ
糞
。
脆
弱
な
肉
膿
と
塑
な
天
稟
、
生
閣
デ

ン
マ
ル
ク
、
養
波
の
地
プ
ロ
イ
セ
ン
、
縫
憬
の
地
雨
國
、
そ
れ
等
の
何
れ
．
に

も
向
け
糞
強
い
愛
着
、
幼
年
豊
代
た
育
ん
だ
望
（
琴
ゴ
｛
塁
臼
の
ン
三
き
訊

（179．　）



の
狭
地
よ
り
受
け
☆
閣
襲
的
始
窯
島
頴
§
℃
§
命
と
全
緻
な
旗
し
て
短
日
睦

な
父
よ
り
受
け
し
思
索
的
生
O
営
①
§
℃
ゆ
§
ぎ
歴
更
研
究
と
政
澄
活
動
一

議
れ
等
の
不
調
和
な
生
活
の
巾
に
あ
っ
て
、
再
も
あ
ら
ゆ
う
方
癒
に
交
互

に
粂
力
為
傾
倒
ぜ
し
二
！
プ
ー
ル
、
直
し
て
紬
局
過
度
の
努
力
の
爲
に
五

十
四
歳
の
働
き
盛
り
に
物
故
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
れ
二
ー
プ
ー
ル

か
、
賞
讃
と
驚
嘆
と
一
種
の
同
借
と
な
含
む
筆
致
で
描
い
て
層
ろ
。

　
我
々
機
画
小
論
に
於
て
コ
ル
ネ
マ
ン
の
先
餐
遊
燕
の
ゆ
か
し
い
心
と
、

ロ
ー
マ
吏
に
謝
す
ろ
深
い
理
解
と
に
接
し
矯
ら
明
朗
な
犠
感
の
湧
醗
す
る

為
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
剛
自
。
・
3
湘
南
。
び
o
N
o
一
基
6
一
三
8
国
王
同
・
駁
●
ご
。
跨
ゆ
．
び
。
号
臨
槻
L
欝
〆
）
〔
井
上
〕

㈱
西
洋
史
研
究

東
北
帝
國
大
藥
西
洋
史
研
究
會

　
近
隠
公
私
各
大
學
に
し
て
吏
學
研
究
の
報
告
雑
誌
た
獲
行
ぜ
ざ
る
も
の

殆
ん
ど
鶴
簡
之
有
檬
で
あ
》
る
が
、
今
年
山
脈
h
月
薪
屑
た
に
東
北
亀
甲
醐
囹
大
墨
み
閏
洋
史

研
究
會
よ
り
断
洋
史
研
究
の
獲
鷺
為
見
る
に
及
ん
で
史
撃
研
究
の
盆
々
懸

盛
な
“
み
な
田
心
ば
す
2
u
の
あ
り
實
に
欣
紘
外
に
「
堪
へ
沁
次
第
で
あ
る
。
本
軸
㈹
に

主
と
し
て
、
集
北
帝
酬
大
學
に
於
け
ろ
西
洋
吏
研
究
蒋
の
獲
表
機
關
で
あ

ろ
。
そ
が
醐
史
、
東
洋
輿
の
研
劣
潜
諸
氏
よ
り
猫
立
し
て
純
西
洋
吏
研
究

の
饗
爽
一
三
六
ろ
所
に
、
同
倉
々
員
講
氏
の
熱
烈
な
研
究
心
、
燃
ゆ
う
如

さ
議
繍
氣
な
職
徳
目
ゆ
　
べ
く
、
同
暗
に
、
止
甲
村
。
主
人
溺
凹
麟
…
先
琵
の
、
岡
命
口
員
諸

氏
の
獲
展
な
所
ら
ろ
㌧
篤
い
燐
茄
、
も
窺
び
得
る
Q
飽
く
迄
も
冷
糧
な
而
も

強
烈
な
理
牲
と
、
篤
い
師
弟
の
鷲
の
渾
然
と
融
倉
し
凝
嗣
し
糞
も
の
が
鈍

断
洋
史
研
究
で
あ
ら
う
。
節
二
瞬
も
や
が
て
庇
秋
に
に
上
梓
さ
れ
る
と
雷

P．o
荊1

介

貯

ふ
、
か
く
て
恐
ら
く
、
本
葺
ぽ
年
四
隅
位
の
獲
刊
と
な
ム
の
で
あ
も
う
α

第
一
輯
の
内
容
、
』
つ
い
て
批
詐
ば
紹
介
看
の
敦
む
所
で
な
く
唯
本
誌
の
獲

直
な
冒
し
、
A
覆
の
獲
二
戸
所
ろ
白
扇
で
あ
っ
て
、
今
ぱ
策
一
輯
の
内
容

羅
次
な
列
繁
ず
ろ
に
と
穿
め
ろ
。

　
　
　
獲
刊
に
際
し
て
　
　
　
　
　
　
　
中
村
善
太
郎

　
　
　
プ
ル
ク
ハ
ル
塾
の
『
研
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
』
た
誠
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
類
　
　
慨

　
　
　
目
配
痔
盤
上
傳
設
考
　
　
　
原
随
園

　
　
　
キ
ケ
ロ
の
政
沿
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
村
　
丈
　
英

　
　
　
ギ
ボ
ン
「
ロ
ー
マ
帝
國
衰
亡
鹿
｝
に
註
す
る
二
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
　
井
　
三
　
郎

　
　
　
中
世
及
び
ル
卒
ッ
サ
ン
ス
研
究
に
於
け
る
回
鴛
O
び
扇
W
琴
0
7

　
　
　
ぎ
門
「
搾
素
拙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
　
茂
　
次

　
　
　
イ
タ
”
や
と
ロ
シ
ヤ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
交
化
（
H
」
課
ぎ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
倉
　
英

　
　
　
羅
馬
頒
蜀
逸
の
経
二
二
獲
展
（
＝
●
ン
州
∂
…
＝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
原
　
直
　
雄

　
　
　
二
十
世
穂
初
頭
に
於
け
る
英
猫
（
ト
召
回
W
’
ン
【
9
＜
鎚
〔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
籔
雄

　
　
　
十
九
世
聴
の
歴
史
哲
學
及
び
．
歴
史
の
二
一
Q
．
ジ
，
琴
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
榮
　
古

　
　
　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
儂
億
的
歴
史
魏
（
冒
・
、
●
属
①
幽
｝
三
曲
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
粧
　
廣
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
山
房
獲
行
、
定
番
与
論
銭
）
〔
楼
上
〕

第
十
七
巷
　
第
四
號
　
　
七
〇
一
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紹

介

㈱
羅
馬
文
化
史

小
林
　
秀
雄
著

　
本
書
の
基
礎
が
著
者
も
序
言
～
冨
ば
れ
る
如
く
巨
峯
警
’
（
口
7
．
【
二
雲
，
謎

〔
写
「
乙
ヨ
解
。
ゴ
。
雛
Ω
o
山
。
窯
。
鐸
。
器
げ
鷺
O
【
3
一
【
〇
三
内
§
（
ぎ
で
あ
り
、
且
そ
の

弼
」
”
囲
。
三
の
改
訂
に
な
ろ
第
五
版
で
あ
ら
う
こ
と
ば
原
書
と
蟹
照
し
て
朋

で
あ
る
。
弼
し
て
、
本
書
が
、
翁
竃
ム
セ
ン
、
ビ
リ
ー
（
ベ
サ
ー
の
こ
と

か
）
等
な
謬
酌
さ
れ
口
上
に
繊
來
上
っ
た
も
の
も
の
と
言
ば
れ
て
も
、
先

づ
大
部
分
ほ
二
ー
セ
の
書
の
醗
謬
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
Q
随
て
醗
謬
叉
に

そ
れ
に
近
き
本
書
の
文
章
上
の
批
鋼
な
、
言
語
學
者
に
寒
雲
ろ
と
ゼ
ぼ
歴

史
的
批
鋼
ほ
二
ー
ゼ
及
ホ
ー
レ
そ
の
人
等
に
向
け
ら
れ
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ら
う
。
二
ー
セ
の
書
ば
も
と
一
辱
葺
7
目
自
。
慈
皿
韓
の
一
、
ぎ
き
包
μ

脅
二
＾
霧
・
ぎ
固
套
巴
p
ゆ
盆
議
≒
望
。
・
毯
囲
冨
．
再
叢
書
の
第
三
巷
第
五
部
と

し
て
、
主
と
し
て
ロ
，
マ
の
政
治
的
資
展
か
肢
蓮
す
る
な
目
的
と
し
、

政
治
以
外
の
土
俗
、
宗
教
、
丈
二
等
の
二
丈
化
に
就
い
て
に
夫
々
談
叢
書

の
他
の
都
門
に
薄
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
Q
階
…
て
ニ
ー
セ
の
書
ほ
丈
化
奥
と

い
に
ん
よ
り
敦
治
史
で
あ
る
。
も
し
本
著
者
が
澱
ー
マ
文
化
史
存
破
越
ぜ

ん
と
し
て
そ
の
典
娠
な
二
ー
セ
の
書
に
求
め
六
り
と
ぜ
ば
大
な
る
誤
で
ほ

な
か
つ
六
だ
ド
ら
う
か
Q
勿
論
ロ
ー
岬
、
人
の
多
妻
的
文
化
に
そ
れ
ほ
法
律
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

あ
ろ
、
ロ
ー
マ
の
眞
に
濁
創
に
な
ろ
交
二
一
雌
の
限
り
に
於
い
て
ロ
ー
て

丈
化
と
云
ひ
卜
う
も
の
に
法
律
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
、
此
の
隈
ら
れ
糞

る
意
糠
に
於
て
　
ロ
ー
マ
丈
化
吏
に
必
然
酌
に
ロ
ー
．
マ
政
治
兜
な
る
形
態

な
と
ら
ざ
る
為
得
ぬ
、
と
い
ふ
正
し
い
理
解
の
上
に
本
書
に
な
れ
る
も
の

で
め
ら
う
か
。
藩
看
に
二
丈
に
撃
て
つ
兀
來
ロ
ー
↓
、
に
ギ
リ
シ
ャ
の
如
き

第
十
七
巻
　
第
闘
號
　
　
七
〇
二

三
衛
の
瞬
に
霧
す
し
て
、
法
徐
の
國
で
あ
る
か
ら
」
二
ー
セ
の
書
が
多
少

無
昧
乾
燥
と
感
ぜ
ら
れ
ろ
如
き
堂
口
と
な
つ
☆
と
い
ふ
意
昧
の
こ
と
羅
云
採

れ
る
。
こ
ト
に
、
霧
ー
マ
丈
化
及
び
ニ
ー
セ
の
書
の
成
立
動
機
に
蜀
す
る

著
活
の
理
解
の
深
さ
が
窺
に
れ
ろ
。
と
ま
れ
紀
元
四
七
六
年
西
ロ
ー
一
、
帝

國
の
減
之
迄
の
ロ
ー
マ
の
政
治
的
連
壁
を
概
説
し
、
ロ
ー
マ
史
に
開
心
か
、

有
す
る
者
に
に
よ
き
入
門
書
と
し
て
現
に
れ
敦
本
書
が
ニ
ー
セ
と
共
に
政

漕
史
に
偏
し
穴
ろ
ほ
本
書
の
特
質
な
る
も
、
圃
時
に
そ
れ
が
、
ロ
i
｛
、
文

化
史
と
し
て
匡
鋏
く
る
所
多
き
を
思
ふ
の
で
あ
ろ
。
　
（
菊
朔
四
九
六
頁
、

白
東
甦
至
孝
、
定
手
遣
圓
）
〔
井
上
〕

囎
田
巾
葦
一
郎
突
謬
論
文
集

　
慶
慮
義
塾
大
門
教
授
法
學
博
士
田
中
藁
…
郎
琉
逝
い
て
既
に
一
辺
年
、

そ
の
遺
著
の
一
部
が
表
題
の
如
き
書
名
の
下
に
主
閏
二
三
會
か
ら
糞
行
さ

れ
六
〇

　
名
言
「
東
邦
近
世
吏
」
「
ド
ー
ソ
ン
蒙
古
史
」
や
折
々
東
洋
境
町
な
ど
に
物

さ
れ
ろ
論
丈
に
よ
っ
て
、
著
者
を
純
粋
な
支
那
香
嚢
と
の
み
思
っ
て
ゐ
六

我
々
に
巻
頭
の
著
作
農
鎌
に
よ
っ
て
故
入
が
西
洋
吏
學
に
も
深
き
澁
讃
尋

持
ち
著
く
は
希
膿
の
古
代
よ
り
最
近
の
玉
来
政
界
の
歌
況
た
論
じ
、
夏
に

更
學
理
論
に
も
一
家
の
見
識
な
具
へ
ら
る
、
為
知
っ
て
今
更
乍
ら
驚
き
入

つ
索
次
第
で
あ
る
〇
一
寸
に
明
治
畔
代
に
學
問
さ
れ
六
先
輩
は
間
口
も
奥

行
も
廣
く
深
く
、
今
麟
の
様
に
何
礎
の
餌
噂
期
專
攻
と
い
ふ
細
か
い
麗
張

の
な
か
つ
れ
の
に
我
々
後
難
の
国
尽
服
に
■
公
へ
ぬ
駈
で
あ
る
。

　
本
書
膨
む
ろ
所
二
十
五
篇
、
束
預
古
今
に
亙
っ
て
と
り
ど
り
に
塗
盆
隷

丈
字
で
あ
る
が
、
や
で
一
二
に
就
て
紹
介
す
う
な
ら
ば
、
「
支
那
學
の
漕
尊
」

（1飛り


